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用 途　施工写真

埋め戻しが容易

電力・通信ケーブル用多条保護管

国土交通省 新技術情報提供システム（NETIS）登録　NETIS登録商品 : No. KK－060019－V

マルチレイヤー

電設資材総合カタログ 電設資材総合カタログ 3837

●電線共同溝（C.C.BOX）用管路材
●電気設備等の電線・ケーブル多条敷設

●トンネル側道の電線・通信線多条敷設
●橋梁部の電線多条添架

一括埋め戻しが可能

曲げ配管が容易

省スペースの配管

多条敷設が容易

優れた位置安定性

特　長

省スペース配管が可能

全サイズ継手接続がワンタッチ（定尺タイプ）

ケーブルの引込みが容易

曲げ施工が容易

優れた耐圧強度

優れた難燃性

ハンドホールとの接合が容易

多条敷設の際、管どうしを密着
して敷設できるため、掘削幅、深
さを小さくでき、コンパクトでス
ピーディな多条配管が可能です。

多条敷設の際、管どうしを密着して敷設でき
るため一括埋め戻しが容易。（独自構造のた
め落砂しやすい）
埋め戻し砂による管のたわみが発生しません。

可とう性があるため、上下左右
の曲がり配管が容易で、既設物・
障害物などを容易に回避できます。

カナレックスML本体の両端に受け口、差し口が全サイズについ
ているため、接続作業がワンタッチで容易です。

耐圧強度に優れ、浅層で埋設が
可能です。
JIS C 3653（電力ケーブルの
地中埋設の施工方法）附属書3（管
路式電線路に使用する管）の強
度評価規準に適合しています。

摩擦抵抗が小さく、ケーブルの
引き入れがスムーズです。
（摩擦係数 0.35以下）

JIS C 3653（電力ケーブルの
地中埋設の施工方法）
附属書3（管路式電線路に使用
する管）の6.2難燃性を満足し
ています。

カナフレックスグループ、インテック製ITハンドホールをご採用
いただければ、配管数、レイアウトに応じてワ
ンタッチ式ベルマウスをハ
ンドホールに取り付けて納
入が可能。工費の削減と
工期の短縮化を図れます。
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特許取得済 国土交通省 新技術情報提供システム（NETIS）登録
登録No. KK－060019－V 「事後評価済み技術」 「平成26年度準推奨技術」
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用 途　施工写真

埋め戻しが容易

電力・通信ケーブル用多条保護管

国土交通省 新技術情報提供システム（NETIS）登録　NETIS登録商品 : No. KK－060019－V

マルチレイヤー

電設資材総合カタログ 電設資材総合カタログ 3837

●電線共同溝（C.C.BOX）用管路材
●電気設備等の電線・ケーブル多条敷設

●トンネル側道の電線・通信線多条敷設
●橋梁部の電線多条添架

一括埋め戻しが可能

曲げ配管が容易

省スペースの配管

多条敷設が容易

優れた位置安定性

特　長

省スペース配管が可能

全サイズ継手接続がワンタッチ（定尺タイプ）

ケーブルの引込みが容易

曲げ施工が容易

優れた耐圧強度

優れた難燃性

ハンドホールとの接合が容易

多条敷設の際、管どうしを密着
して敷設できるため、掘削幅、深
さを小さくでき、コンパクトでス
ピーディな多条配管が可能です。

多条敷設の際、管どうしを密着して敷設でき
るため一括埋め戻しが容易。（独自構造のた
め落砂しやすい）
埋め戻し砂による管のたわみが発生しません。

可とう性があるため、上下左右
の曲がり配管が容易で、既設物・
障害物などを容易に回避できます。

カナレックスML本体の両端に受け口、差し口が全サイズについ
ているため、接続作業がワンタッチで容易です。

耐圧強度に優れ、浅層で埋設が
可能です。
JIS C 3653（電力ケーブルの
地中埋設の施工方法）附属書3（管
路式電線路に使用する管）の強
度評価規準に適合しています。

摩擦抵抗が小さく、ケーブルの
引き入れがスムーズです。
（摩擦係数 0.35以下）

JIS C 3653（電力ケーブルの
地中埋設の施工方法）
附属書3（管路式電線路に使用
する管）の6.2難燃性を満足し
ています。

カナフレックスグループ、インテック製ITハンドホールをご採用
いただければ、配管数、レイアウトに応じてワ
ンタッチ式ベルマウスをハ
ンドホールに取り付けて納
入が可能。工費の削減と
工期の短縮化を図れます。
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特許取得済 国土交通省 新技術情報提供システム（NETIS）登録
登録No. KK－060019－V 「事後評価済み技術」 「平成26年度準推奨技術」



規 格

用 途　施工写真
本体

ハンドホールとの接続がコンパクト

ハンドホールとの接続はワンタッチ

国土交通省トンネル内配管

価 格 表

タイプ φ50

■本体および付属品価格表

※この価格には消費税は含まれておりません。
※沖縄・離島は海上運賃+島内運賃別途見積となります。

単位
呼び径

呼び径

72
99
105
125
162
184

50
75
81
100
130
150

外寸 D
（mm）

51
76
81
100
130
150

内径 φd
（mm）

71

142

ピッチ P
（mm）参考値

5,250

5,300

全長 L
（mm）

5,190

5,180

有効長 ℓ
（mm）

本体価格（定尺タイプ）

ショートベルマウス

ロングベルマウス（200mタイプ）

新中間継手

予備管フタ

異種管アダプター

差口アダプター

オス・オスアダプター

レジループ（SW-2）1kg缶

5,900

750

1,510

950

1,620

1,290

φ75

7,100

970

1,740

1,340

1,760

1,680

φ81

8,100

1,030

1,790

1570

1,890

1,900

2,500

φ100

12,400

1,230

2,690

1,900

2,130

2,580

φ130

13,400

1,510

3,470

2,240

2,400

3,270

φ150

18,200

1,720

3,920

2,580

2,710

3,500

円／本

円／個

円／個

円／個

円／個

円／個

円／缶

タイプ φ50

■ベルマウスブロック価格表

単位
呼び径

1条

2条

3条

4条

6条

9条

4,260

4,590

5,380

6,270

9,180

13,220

φ75

4,700

4,930

6,050

7,280

10,530

15,120

φ81

5,040

5,490

6,830

7,840

11,870

17,020

φ100

8,960

11,980

15,460

18,700

26,660

37,970

φ130

12,880

14,900

18,030

22,400

32,370

－　

φ150

15,120

21,500

26,320

31,700

38,750

－　

円／個

円／個

円／個

円／個

円／個

円／個

電力・通信ケーブル用多条保護管 マルチレイヤー

電設資材総合カタログ 電設資材総合カタログ 4039

国土交通省 新技術情報提供システム（NETIS）登録　NETIS登録商品 : No. KK－060019－V

難
燃
カ
ナ
レ
ッ
ク
ス

カ
ナ
レ
ッ
ク
ス

カ
ナ
ア
ル
ミ
ダ
ク
ト

パ
ワ
ー
レ
ッ
ク
ス

カ
ナ
フ
レ
キ

N
E
W
カ
ナ
レ
ッ
ク
ス

カ
ナ
レ
ッ
ク
ス
M
L

IT
ハ
ン
ド
ホ
ー
ル
デ
カ
ノ
ッ
ク
/

IT
ハ
ン
ド
ホ
ー
ル
/
ハ
ン
ド
ホ
ー
ル

難
燃
N
E
W
カ
ナ
レ
ッ
ク
ス

難
燃
カ
ナ
レ
ッ
ク
ス

カ
ナ
レ
ッ
ク
ス

カ
ナ
ア
ル
ミ
ダ
ク
ト

パ
ワ
ー
レ
ッ
ク
ス

カ
ナ
フ
レ
キ

N
E
W
カ
ナ
レ
ッ
ク
ス

N
E
W

カ
ナ
レ
ッ
ク
ス
M
L

IT
ハ
ン
ド
ホ
ー
ル
デ
カ
ノ
ッ
ク
/

IT
ハ
ン
ド
ホ
ー
ル
/
ハ
ン
ド
ホ
ー
ル

難
燃
N
E
W
カ
ナ
レ
ッ
ク
ス



規 格

用 途　施工写真
本体

ハンドホールとの接続がコンパクト

ハンドホールとの接続はワンタッチ

国土交通省トンネル内配管

価 格 表

タイプ φ50

■本体および付属品価格表

※この価格には消費税は含まれておりません。
※沖縄・離島は海上運賃+島内運賃別途見積となります。

単位
呼び径

呼び径

72
99
105
125
162
184

50
75
81
100
130
150

外寸 D
（mm）

51
76
81
100
130
150

内径 φd
（mm）

71

142

ピッチ P
（mm）参考値

5,250

5,300

全長 L
（mm）

5,190

5,180

有効長 ℓ
（mm）

本体価格（定尺タイプ）

ショートベルマウス

ロングベルマウス（200mタイプ）

新中間継手

予備管フタ

異種管アダプター

差口アダプター

オス・オスアダプター

レジループ（SW-2）1kg缶

5,900

750

1,510

950

1,620

1,290

φ75

7,100

970

1,740

1,340

1,760

1,680

φ81

8,100

1,030

1,790

1570

1,890

1,900

2,500

φ100

12,400

1,230

2,690

1,900

2,130

2,580

φ130

13,400

1,510

3,470

2,240

2,400

3,270

φ150

18,200

1,720

3,920

2,580

2,710

3,500

円／本

円／個

円／個

円／個

円／個

円／個

円／缶

タイプ φ50

■ベルマウスブロック価格表

単位
呼び径

1条

2条

3条

4条

6条

9条

4,260

4,590

5,380

6,270

9,180

13,220

φ75

4,700

4,930

6,050

7,280

10,530

15,120

φ81

5,040

5,490

6,830

7,840

11,870

17,020

φ100

8,960

11,980

15,460

18,700

26,660

37,970

φ130

12,880

14,900

18,030

22,400

32,370

－　

φ150

15,120

21,500

26,320

31,700

38,750

－　

円／個

円／個

円／個

円／個

円／個

円／個

電力・通信ケーブル用多条保護管 マルチレイヤー

電設資材総合カタログ 電設資材総合カタログ 4039

国土交通省 新技術情報提供システム（NETIS）登録　NETIS登録商品 : No. KK－060019－V
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電力・通信ケーブル用多条保護管 マルチレイヤー

電設資材総合カタログ 電設資材総合カタログ 4241

国土交通省 新技術情報提供システム（NETIS）登録　NETIS登録商品 : No. KK－060019－V
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材 料 特 性

30秒以内で
自己消火

変形率3.5％以下
JIS C3653附属書3に準拠

外水圧試験
0.1MPaで
30分間漏水なし

耐 薬 品 性

各 種 試 験

項　目

特性値

密度（kg/m3）

942以上

引張降伏応力（MPa）

19.6以上

引張破断時呼びひずみ（％）

300以上

圧縮強度 難燃性 継手水密性

付 属 品

差口アダプター

オス・オスアダプター

異種管アダプター（カナレックス×KLML）

呼径
50
75
81
100
130
150

195

383

L（mm）

呼径
50
75
81
100
130
150

144
145
147
285
285
285

L（mm）

呼径
50
75
81
100
130
150

72
99
105
125
162
184

外寸□D（mm）
51
76
81
100
130
150

φd（mm）
66
103
103
128
162
194

φD（mm）
261
281
281
432
437
473

L（mm）

L

ゴムリング

L

外
寸
□
D

φ
d

φ
D

ポリエチレン主体とする材料特性値（参考値）

カナレックスＭＬの材料はJIS K ６９22－１に規定するポリエチレン成形材料を主体としたもので形成されております。

○・・・ 使用可能 　　△・・・ やや劣るが注意すれば使用可能 　　×・・・ 使用不可

薬品名
温度
20℃
○
○
○
○
△
○
○
○
○
△
○
○

（文献による）

硫酸 10％
塩酸 10％
塩酸 35％
硝酸 10％
硝酸 95％
フッ化水素 75％
リン酸 30％
ギ酸 40％
酢酸 10％
氷 酢 酸 　 　 　 　 　
苛性ソーダ　　　　　　50％
苛性カリ 　　　　　10％

薬品名

○
○
○
○
○
△
△
○
×
○
×

炭酸ソーダ
塩化カルシウム
メチルアルコール
アンモニア
過酸化水素　　　　　　30％
ガソリン
アセトン
アニリン
四塩化炭素
グリセリン
ベンゼン

温度
20℃

L



電力・通信ケーブル用多条保護管 マルチレイヤー

電設資材総合カタログ 電設資材総合カタログ 4241

国土交通省 新技術情報提供システム（NETIS）登録　NETIS登録商品 : No. KK－060019－V
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材 料 特 性

30秒以内で
自己消火

変形率3.5％以下
JIS C3653附属書3に準拠

外水圧試験
0.1MPaで
30分間漏水なし

耐 薬 品 性

各 種 試 験

項　目

特性値

密度（kg/m3）

942以上

引張降伏応力（MPa）

19.6以上

引張破断時呼びひずみ（％）

300以上

圧縮強度 難燃性 継手水密性

付 属 品

差口アダプター

オス・オスアダプター

異種管アダプター（カナレックス×KLML）

呼径
50
75
81
100
130
150

195

383

L（mm）

呼径
50
75
81
100
130
150

144
145
147
285
285
285

L（mm）

呼径
50
75
81
100
130
150

72
99
105
125
162
184

外寸□D（mm）
51
76
81
100
130
150

φd（mm）
66
103
103
128
162
194

φD（mm）
261
281
281
432
437
473

L（mm）

L

ゴムリング

L

外
寸
□
D

φ
d

φ
D

ポリエチレン主体とする材料特性値（参考値）

カナレックスＭＬの材料はJIS K ６９22－１に規定するポリエチレン成形材料を主体としたもので形成されております。

○・・・ 使用可能 　　△・・・ やや劣るが注意すれば使用可能 　　×・・・ 使用不可

薬品名
温度
20℃
○
○
○
○
△
○
○
○
○
△
○
○

（文献による）

硫酸 10％
塩酸 10％
塩酸 35％
硝酸 10％
硝酸 95％
フッ化水素 75％
リン酸 30％
ギ酸 40％
酢酸 10％
氷 酢 酸 　 　 　 　 　
苛性ソーダ　　　　　　50％
苛性カリ 　　　　　10％

薬品名

○
○
○
○
○
△
△
○
×
○
×

炭酸ソーダ
塩化カルシウム
メチルアルコール
アンモニア
過酸化水素　　　　　　30％
ガソリン
アセトン
アニリン
四塩化炭素
グリセリン
ベンゼン

温度
20℃

L



電力・通信ケーブル用多条保護管 マルチレイヤー

電設資材総合カタログ 電設資材総合カタログ 4443

国土交通省 新技術情報提供システム（NETIS）登録　NETIS登録商品 : No. KK－060019－V
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付 属 品

ショートベルマウス

予備管フタ

L2（mm） L3（mm）
72
99
105
125
162
184

L1（mm）
76
103
109
129
166
188

呼径
50
75
81
100
130
150

180

340

新中間継手

MLベルマウスブロック

呼径

50

75

81

－

72

－

99

－

105

P（mm）B（mm）

89

163

236

115

216

317

121

227

333

A（mm）条数

1

2

3

4

6

9

1

2

3

4

6

9

1

2

3

4

6

9

89

163

236

163

236

115

216

317

216

317

121

227

333

227

333

ロングベルマウス（200mmタイプ） ※350mmタイプもあります。

C=100  E=200

抜け止めリングパッキン
抜け止めリング ソケット

L2
L1 L3

L

φ
d
φ
D

φD（mm） φd（mm）
67
94
100
121
159
179

51
76
81
100
130
150

L（mm）

200

呼径
50
75
81
100
130
150

φD（mm）
70
97
103
122
159
180

L（mm）
91
93
93
174
178
179
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φD（mm）
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103
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159
180

L（mm）
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93
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D

φ
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130

150

－

126

－
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184

P（mm）B（mm）

141

267

393

179

341

193

379

A（mm）条数

1

2

3

4

6

9

1

2

3

4

6

1

2

3

4

6

141

267

393

267

393

179

341

503

341

503

193

379

565

379

565

P

PA

B

A

P
B

A

P
B

A

B

PA

P
B

P
A

P
B

レジンコンクリート
ロングベルマウス

C
E

C
E
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電力・通信ケーブル用多条保護管 マルチレイヤー

電設資材総合カタログ 電設資材総合カタログ 4443

国土交通省 新技術情報提供システム（NETIS）登録　NETIS登録商品 : No. KK－060019－V
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付 属 品

ショートベルマウス

予備管フタ

L2（mm） L3（mm）
72
99
105
125
162
184

L1（mm）
76
103
109
129
166
188

呼径
50
75
81
100
130
150

180

340

新中間継手

MLベルマウスブロック

呼径

50
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81

－

72

－
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ロングベルマウス（200mmタイプ） ※350mmタイプもあります。

C=100  E=200

抜け止めリングパッキン
抜け止めリング ソケット
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電力・通信ケーブル用多条保護管 マルチレイヤー

電設資材総合カタログ 電設資材総合カタログ 4645

国土交通省 新技術情報提供システム（NETIS）登録　NETIS登録商品 : No. KK－060019－V
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施工方法　管内に土砂が入らないよう施工して下さい

●定尺管の接続
図－1

図－2

図－3

図－4

図－5

図－6

図－7

ベルマウスブロックに接続の際は必ず5m定尺品を御使用下さい。
（または5m定尺管から受口部端を切り落としたものを御使用下さい。）

施 工 方 法

①差口のゴムリングが所定の位置に付いていることを確認し
て下さい。
②カナレックスＭＬ受口側の内面、及び差口のゴムリングの
全周に滑剤を塗布します。
③ゴムリングに泥等が付かないように注意してカナレックス
ＭＬ差口を真直ぐに受口側へ“カチッ”と音がするまで差
し込み、引っ張っても抜けないことを確認して下さい。

●管の長さ調整と接続
両端のハンドホールから順番に接続していき、定尺のままで
接続出来ない時の接続方法を説明します。（図－2）
そのため、ハンドホールに繋ぐカナレックスＭＬは定尺品又
は定尺品の両端の差口・受口部の何れか又は両方を切り落と
したものとしてください。

カナレックスＭＬ（差口・受口以外の部分）の角山と角山同
士の接続を基本とします。
そのため、図－3で示した部分を切断します。
切断位置は谷部のほぼ中央部を真直ぐに切断して下さい。

接続する際、図－4のように管の長さが足りないと接続でき
ません。（管の長さが足りない時に、無理に管を引っ張って
継手を接続すると、継手部に無理な力がかかり管に悪影響を
与えます。）

従って、図－5のように角山部が１ピッチ位余るようにカナ
レックスＭＬを切断して下さい。

●カナレックスML管の接続
1）新中間継手の接続
①管の切断箇所を確認し、管端を突き合せます。
②カナレックスＭＬに付着した水・泥等をウエスで良く拭き
取ります。
③新中間継手に抜け止めリング（両端）・止水ゴムパッキン
（中央）が所定の位置に付いていることを確認して下さい。
④カナレックスＭＬ本体の切断部（止水ゴムパッキンに接触
する部分及び中間継手内部の止水ゴムパッキン）に滑剤を
塗布します。（図－6）
⑤カナレックスＭＬ本体に泥等が付かないように注意して、
新中間継手を真直ぐに“カチッ”と音がするまで差し込み、
引っ張っても抜けないことを確認して下さい。

2）アダプター（受口・差口）の接続
①差口・受口アダプターとカナレックスＭＬを前記の中間継
手で接続します。
②カナレックスＭＬ受口側の内面、及び差口のゴムリングの
全周に滑剤を塗布します。
③カナレックスＭＬの管継手差口・受口を真直ぐに“カチッ”
と音がするまで差し込み、引っ張っても抜けないことを確
認して下さい。 （図－7）

3）ベルマウスブロックとの接続
①ベルマウスブロックと接続するカナレックスＭ
Ｌは、5m定尺管または5m定尺管から受口部端
を切り落としたものを使用します。
(短尺品や差口アダプターをベルマウスブロック
と接続しないでください)
管長の調整は、ベルマウスブロックと接続した
5m定尺管または5m定尺管から受口部端を切り
落としたものの次の管以降で行ってください。
②カナレックスＭＬ5ｍ定尺管または5ｍ定尺管か
ら受口部端を切り落としたものの管継手差口の
ゴムリング、及びベルマウスブロックのロング
ベルマウスの内面に滑剤（推奨滑剤は弊社営業
にお問合せください）を塗布します。
③カナレックスＭＬ管継手差口をロングベルマウス
へ真直ぐに“カチッ”と音がするまで差し込み、
引っ張っても抜けないことを確認して下さい。
④カナレックスＭＬのベルマウスブロック側端側
を、角山管端部＋新中間継手＋角山端部（図－
　8上）

差口＋受口（図－8中）
角山管端部＋新中間継手＋差口アダプター
＋受口（図－8下）

等の組み合わせで接続します。

ベルマウスブロックに接続の際は必ず5m定尺品を
御使用下さい。
(または5m定尺管から受口部端を切り落としたも
のを御使用下さい)

4）カナレックス管との接続
①異種管継手（カナレックス×KLML）を前記の
中間継手でカナレックスＭＬと接続します。
（図－9）
②カナレックスにカナレックスの直線接続材料も
しくは直管継手Ｎ型を装着し、取付け手順に従
い、異種管継手（カナレックス×KLML）と接
続します。　　　　　　　　　　　　　　　
（図－9-A）

5）NEWカナレックス管との接続
①NEWカナレックスの場合はNEWカナレックス
にNEWカナレックス従来管継手S型を差込み
（ソケットタイプの為ワンタッチ接続が可能）
異種管継手（カナレックス×KLML）と接続し
ます。　　　　　　　　　　　　　　　　　
（図－9-B）

図－8

図－9 図－9-A

図－9-B

滑剤塗布（内側）

継手（受口） 継手（差口）

ゴムリング（滑剤塗布）

接続完了

ハンドホール（ベルマウスブロック含む）と接続する。

カナレックスMLは､定尺又はその受口･差口部を切除したものとする。
ハンドホール ハンドホール

× ◎ ×

切断箇所

定尺のままでは接続出来ない

接続不可能

長さが足りない

切断箇所

切断箇所

新・中間継手 滑剤塗布滑剤塗布
滑剤塗布（内側）滑剤塗布（内側）

接続完了

滑剤塗布（内側）

継手（受口） 差口アダプタ（滑剤塗布）

ゴムリング（滑剤塗布）

新中間継手

滑剤塗布（内側）
継手（受口） 継手（差口）

ゴムリング（滑剤塗布）

新中間継手

差口 受口

定尺（受口部切除）新中間継手

非定尺又は定尺

新中間継手 異種管継手
（カナレックス×KLML）

カナレックス直線接続材料
又は直管継手N型

カナレックス

NEWカナレックス
カナレックスML

NEWカナレックス従来管継手S型

（右端継手他切除）

非定尺又は定尺

差口アダプタ 受口

定尺

定尺非定尺又は定尺
（右端継手他切除）

ベルマウスブロック
（ハンドホールに埋込み）

ベルマウスブロック
（ハンドホールに埋込み）

ベルマウスブロック
（ハンドホールに埋込み）

ハンドホール壁

新中間継手

●ハンドホールとの接続
1）後付け施工
①ベルマウスブロックを使用する時の施工方法

1. 準備するもの
i） 木製定規（長さ適宜）
ii）クリップ（木製定規仮固定用）→
    ＃8番線（φ4.0ｍｍ）程度をコの字に加工
iii）無収縮タイプ補修材（レジメント30Ｍ 推奨）
iv）クサビ（幅30ｍｍ 高さ30ｍｍ 
     長さ 50ｍｍ）
v）エポキシ樹脂ボンド（パテタイプ）
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施工方法　管内に土砂が入らないよう施工して下さい

●定尺管の接続
図－1

図－2

図－3

図－4

図－5

図－6

図－7

ベルマウスブロックに接続の際は必ず5m定尺品を御使用下さい。
（または5m定尺管から受口部端を切り落としたものを御使用下さい。）
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①差口のゴムリングが所定の位置に付いていることを確認し
て下さい。
②カナレックスＭＬ受口側の内面、及び差口のゴムリングの
全周に滑剤を塗布します。
③ゴムリングに泥等が付かないように注意してカナレックス
ＭＬ差口を真直ぐに受口側へ“カチッ”と音がするまで差
し込み、引っ張っても抜けないことを確認して下さい。

●管の長さ調整と接続
両端のハンドホールから順番に接続していき、定尺のままで
接続出来ない時の接続方法を説明します。（図－2）
そのため、ハンドホールに繋ぐカナレックスＭＬは定尺品又
は定尺品の両端の差口・受口部の何れか又は両方を切り落と
したものとしてください。

カナレックスＭＬ（差口・受口以外の部分）の角山と角山同
士の接続を基本とします。
そのため、図－3で示した部分を切断します。
切断位置は谷部のほぼ中央部を真直ぐに切断して下さい。

接続する際、図－4のように管の長さが足りないと接続でき
ません。（管の長さが足りない時に、無理に管を引っ張って
継手を接続すると、継手部に無理な力がかかり管に悪影響を
与えます。）

従って、図－5のように角山部が１ピッチ位余るようにカナ
レックスＭＬを切断して下さい。

●カナレックスML管の接続
1）新中間継手の接続
①管の切断箇所を確認し、管端を突き合せます。
②カナレックスＭＬに付着した水・泥等をウエスで良く拭き
取ります。
③新中間継手に抜け止めリング（両端）・止水ゴムパッキン
（中央）が所定の位置に付いていることを確認して下さい。
④カナレックスＭＬ本体の切断部（止水ゴムパッキンに接触
する部分及び中間継手内部の止水ゴムパッキン）に滑剤を
塗布します。（図－6）
⑤カナレックスＭＬ本体に泥等が付かないように注意して、
新中間継手を真直ぐに“カチッ”と音がするまで差し込み、
引っ張っても抜けないことを確認して下さい。

2）アダプター（受口・差口）の接続
①差口・受口アダプターとカナレックスＭＬを前記の中間継
手で接続します。
②カナレックスＭＬ受口側の内面、及び差口のゴムリングの
全周に滑剤を塗布します。
③カナレックスＭＬの管継手差口・受口を真直ぐに“カチッ”
と音がするまで差し込み、引っ張っても抜けないことを確
認して下さい。 （図－7）

3）ベルマウスブロックとの接続
①ベルマウスブロックと接続するカナレックスＭ
Ｌは、5m定尺管または5m定尺管から受口部端
を切り落としたものを使用します。
(短尺品や差口アダプターをベルマウスブロック
と接続しないでください)
管長の調整は、ベルマウスブロックと接続した
5m定尺管または5m定尺管から受口部端を切り
落としたものの次の管以降で行ってください。
②カナレックスＭＬ5ｍ定尺管または5ｍ定尺管か
ら受口部端を切り落としたものの管継手差口の
ゴムリング、及びベルマウスブロックのロング
ベルマウスの内面に滑剤（推奨滑剤は弊社営業
にお問合せください）を塗布します。
③カナレックスＭＬ管継手差口をロングベルマウス
へ真直ぐに“カチッ”と音がするまで差し込み、
引っ張っても抜けないことを確認して下さい。
④カナレックスＭＬのベルマウスブロック側端側
を、角山管端部＋新中間継手＋角山端部（図－
　8上）

差口＋受口（図－8中）
角山管端部＋新中間継手＋差口アダプター
＋受口（図－8下）

等の組み合わせで接続します。

ベルマウスブロックに接続の際は必ず5m定尺品を
御使用下さい。
(または5m定尺管から受口部端を切り落としたも
のを御使用下さい)

4）カナレックス管との接続
①異種管継手（カナレックス×KLML）を前記の
中間継手でカナレックスＭＬと接続します。
（図－9）
②カナレックスにカナレックスの直線接続材料も
しくは直管継手Ｎ型を装着し、取付け手順に従
い、異種管継手（カナレックス×KLML）と接
続します。　　　　　　　　　　　　　　　
（図－9-A）

5）NEWカナレックス管との接続
①NEWカナレックスの場合はNEWカナレックス
にNEWカナレックス従来管継手S型を差込み
（ソケットタイプの為ワンタッチ接続が可能）
異種管継手（カナレックス×KLML）と接続し
ます。　　　　　　　　　　　　　　　　　
（図－9-B）
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図－9-B
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カナレックスMLは､定尺又はその受口･差口部を切除したものとする。
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ハンドホール壁

新中間継手

●ハンドホールとの接続
1）後付け施工
①ベルマウスブロックを使用する時の施工方法

1. 準備するもの
i） 木製定規（長さ適宜）
ii）クリップ（木製定規仮固定用）→
    ＃8番線（φ4.0ｍｍ）程度をコの字に加工
iii）無収縮タイプ補修材（レジメント30Ｍ 推奨）
iv）クサビ（幅30ｍｍ 高さ30ｍｍ 
     長さ 50ｍｍ）
v）エポキシ樹脂ボンド（パテタイプ）
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2.取付け手順
（1）壁面削孔
●ベルマウスブロックを取付ける壁面に箱抜き加工をします。
●箱抜き加工の離隔距離は、10ｍｍを標準とします。

（2）前準備
●箱抜き開口部の下部に木製定規を仮止めします。
その際、クリップを使用して仮止めすると容易に固定出来
ます。なお、補修材の下がり分を考慮して5ｍｍ程度高め
に設定します。
●木製定規を基準にして補修材（レジメントＭ30等）を盛付
けます。その際、補修材は硬めに混練した方が、レベル出
しが容易になり作業効率があがります。

（3）ベルマウスブロックの取付
●くさび等でベルマウスブロックを仮固定します。
その際、ロングベルマウスのレベル取り（転び及び出面等
を調整）を行います。
●10～15分程度で補修材が半硬化したならば、仮固定した
クサビを取り外します。

（4）ベルマウスブロックのシール（止水処理）
●エポキシボンドをベルブロック内外面にパテ塗りします。
   その際、壁面内側にボンドが飛び出ないように注意します。
●又、ベルマウス部にボンドが付着しない様注意します。

（5）養 生
●壁面へのベルマウスブロック取り付けが完了したならば、
エポキシボンドが完全硬化するまで24時間（約1日間）静
置にて自然養生を行います。
（6）接 続
●ロングベルマウスの内面及び差口ゴムリングの全周に滑剤
を塗布します。
●ゴムリングに泥等が付かないように注意してカナレックス
ＭＬ差口をロングベルマウスへ真直ぐに“カチッ”と音が
するまで差し込み、引っ張っても抜けないことを確認して
下さい。

①カナレックスＭＬを直接ハンドホールに接続する時の施
工方法

1．準備するもの
i）  渡り木、板材
ii） 型枠
iii）コンクリート
iv）ロープ

2．施工手順
①多条のカナレックスＭＬをロープで縛り、必要な束を作
ります。
②上記束ねた外形寸法より一回り大きな掘削孔をハンドホ
ールに開けます。
③ハンドホールの内側に板材等を固定し、上記の束ねたカ
ナレックスＭＬを外側より掘削孔から板材に当たるまで
挿入します。
④ハンドホールの外側に型枠を取付け固定します。（図–10）
⑤型枠の中にコンクリートを打設し、バイブ等の振動を与え、
まんべんなく流し込みを行います。
⑥コンクリートが完全に固まってから、型枠や板材を取り
除きます。

⑦内側よりショートベルマウスや予備管フタを取付けます。
（図–11）

2）ベルマウスブロックの現場打込み取付け
１．施工手順
①ベースコンクリート打ち
管路が規定の高さになるようにベースコンクリートを打
ちます。
②ベルマウスブロックの設置
i）所定の位置・配列になるようベルマウスブッロクを設
置し、ズレ防止の為接着剤（エポキシ樹脂ボンド）等
で仮止めを行います。（図－12）

ii）コンクリートが付着しないようにベルマウスにテープ
等でシールして下さい。

iii）型枠をベルマウスブロックにあてがい、固定します。
iv）ベルマウスの挿入側に当て板をあてがい、型枠とセ
　パレーター等で固定します。

③コンクリートの打設 （図－13）
i）コンクリートを型枠へ打設します。
その際、棒バイブレータがベルマウスブロックに当た
らないよう注意して下さい。
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図－13
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2.取付け手順
（1）壁面削孔
●ベルマウスブロックを取付ける壁面に箱抜き加工をします。
●箱抜き加工の離隔距離は、10ｍｍを標準とします。

（2）前準備
●箱抜き開口部の下部に木製定規を仮止めします。
その際、クリップを使用して仮止めすると容易に固定出来
ます。なお、補修材の下がり分を考慮して5ｍｍ程度高め
に設定します。
●木製定規を基準にして補修材（レジメントＭ30等）を盛付
けます。その際、補修材は硬めに混練した方が、レベル出
しが容易になり作業効率があがります。

（3）ベルマウスブロックの取付
●くさび等でベルマウスブロックを仮固定します。
その際、ロングベルマウスのレベル取り（転び及び出面等
を調整）を行います。
●10～15分程度で補修材が半硬化したならば、仮固定した
クサビを取り外します。

（4）ベルマウスブロックのシール（止水処理）
●エポキシボンドをベルブロック内外面にパテ塗りします。
   その際、壁面内側にボンドが飛び出ないように注意します。
●又、ベルマウス部にボンドが付着しない様注意します。

（5）養 生
●壁面へのベルマウスブロック取り付けが完了したならば、
エポキシボンドが完全硬化するまで24時間（約1日間）静
置にて自然養生を行います。
（6）接 続
●ロングベルマウスの内面及び差口ゴムリングの全周に滑剤
を塗布します。
●ゴムリングに泥等が付かないように注意してカナレックス
ＭＬ差口をロングベルマウスへ真直ぐに“カチッ”と音が
するまで差し込み、引っ張っても抜けないことを確認して
下さい。

①カナレックスＭＬを直接ハンドホールに接続する時の施
工方法

1．準備するもの
i）  渡り木、板材
ii） 型枠
iii）コンクリート
iv）ロープ

2．施工手順
①多条のカナレックスＭＬをロープで縛り、必要な束を作
ります。
②上記束ねた外形寸法より一回り大きな掘削孔をハンドホ
ールに開けます。
③ハンドホールの内側に板材等を固定し、上記の束ねたカ
ナレックスＭＬを外側より掘削孔から板材に当たるまで
挿入します。
④ハンドホールの外側に型枠を取付け固定します。（図–10）
⑤型枠の中にコンクリートを打設し、バイブ等の振動を与え、
まんべんなく流し込みを行います。
⑥コンクリートが完全に固まってから、型枠や板材を取り
除きます。

⑦内側よりショートベルマウスや予備管フタを取付けます。
（図–11）

2）ベルマウスブロックの現場打込み取付け
１．施工手順
①ベースコンクリート打ち
管路が規定の高さになるようにベースコンクリートを打
ちます。
②ベルマウスブロックの設置
i）所定の位置・配列になるようベルマウスブッロクを設
置し、ズレ防止の為接着剤（エポキシ樹脂ボンド）等
で仮止めを行います。（図－12）

ii）コンクリートが付着しないようにベルマウスにテープ
等でシールして下さい。

iii）型枠をベルマウスブロックにあてがい、固定します。
iv）ベルマウスの挿入側に当て板をあてがい、型枠とセ
　パレーター等で固定します。

③コンクリートの打設 （図－13）
i）コンクリートを型枠へ打設します。
その際、棒バイブレータがベルマウスブロックに当た
らないよう注意して下さい。
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